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１．概要（Summary） 

直径 10 m以下の細胞を高精度に操作し，さらにその

挙動を解析するための研究が盛んである．本研究課題で

は細胞の単離，捕捉を目的として，細胞トラップ用の構造

を有する流路デバイス製作を実施した． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

マスクレス露光装置，電子ビーム露光データ加工ソフトウ

ェア 

【実験方法】 

本研究課題では赤血球の捕捉を想定した流路開発を

実施した．過去の研究成果から高さ 3.0 m幅 3.5 mの

マイクロ流路では赤血球が変形して通過できることが確認

された．今回は高さ 3.0 m幅 1.0 mの狭窄部を有する

マイクロ流路デバイスの製作を試みた．そこで，電子ビー

ム露光データ加工ソフトウェアを用いて最小線幅 1.0 m

から 2.5mまで 0.5 mピッチで CADデータを作成し，

さらにマスクレス露光装置に SU8 レジストに対して 500 

mJ/cm2 の照射量を与えた．その後，リソグラフィ技術と成

型加工技術を組み合わせることで，最終的にシリコーン樹

脂製マイクロ流路デバイスの製作を行った． 

さらに，実際に製作したシリコーン樹脂製マイクロ流デ

バイスを用いて，直径 3.0 mポリスチレン製マイクロビー

ズの操作実験を行った．  

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

マスクレス露光装置による露光および現像後は精度よ

く流路幅が転写できていることが確認できた．一方，シリコ

ーン樹脂まで転写した場合，流路の一部において転写で

きていない状態も確認できた．高さ3.0 mの場合，幅3.0 

m 以上では高精度に製作できていた．一方幅 1.0 m

においては ，側壁の湾曲が確認できた(Fig. 1)． 

マイクロビーズを用いた実験においては流路内に捕捉

することに成功した(Fig. 2)．今後は赤血球を用いた実験

や，流路デザインの変更を行い，赤血球のみを捕捉方法

を進めていく． 

 

Fig.1 Microscope view of micro channel array 

 

Fig.2 Schematic diagram of microchannel device 
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